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本県高体連，1979）。昭和 48（1973）年度から昭和 55（1980）年度まで共通テーマが設けられ、 
多様な表現が追求された。
　昭和 63（1988）年度に日本女子体育連盟が主催して第 1 回全国高等学校・大学ダンスフェ
スティバル（全国高大ダンスフェスティバル）が開催され、創作ダンスへの関心の高まりを







改訂後の平成 7 年度に初出場した。平成 10（1998）年度には男子のみの作品が発表され、以
降毎年男子が参加するようになった。
　近年は授業作品に加え部活動作品も参加するようになった。先述の全国高大ダンスフェス




は 10 校 256 名（男子は 2 校 25 名）で、10 年前と比較すると増加している。本県同様にダン




















































































ゴリー化された項目についてはχ² 検定、実数値については対応のない t 検定を行い、相関
はピアソンの相関係数を算出した。統計ソフトは IBM SPSS Statistic 21 を用いた。
Ⅲ　結果および考察
1.　回答状況
　本調査の回収率は 58.9％（95 校中 56 校）であった。校種別の回収率は、高等学校 53.3％（77
校中 41 校）、特別支援学校 83.3％（18 校中 15 校）であった。
　回答者数は計 136 名であり、高等学校から 100 名、支援学校から 36 名の回答があった。
本研究では、欠損のあるものを除いた高等学校 99 名を分析対象とした。
2.　対象校・対象者の特性
　性別の内訳は、男性 70.7％、女性 29.3％であり、平均年齢は 39.03 ± 10.49 歳、教員経験の
平均年数は 14.55 ± 10.63 年であった。
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　授業でのダンス指導経験年数は、5.45 ± 8.48 年であり、男女別では男性 1.95 ± 3.54 年で
あったのに対し、女性は 13.41 ± 10.85 年と指導経験が有意に長かった。部活動でのダンス





































女別修の割合は 1 年生 80.9％、2 年生 85.0％、3 年生 70％と非常に高かった。また、実施し
ているダンスの種類（表 15）について、「創作ダンス」は 1 年生 36.4％、2 年生 53.5％、3 年
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